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第1回数列の極限（ ｜ ）

【11 (1) Q>0のとき, lim{αハ+(1+(z)n}十を求めよ。
、→一

○

(2) ｡!-2 ｡"",-gr+gL ("-L2…)のとき数列{q｡ }は
極限値f盲をもつことを示せ。

’

／ j

【2】 （1） αを実数とするとき，極限値,imq2"(=2'pα+1)
_／

1＋α2。、→－

nXk-1-Xk-Xk+1+Xk+2

(2) x>0に対してs｡(x)=k=! 1+x"-!+xk+x2"-!

を求めよ。

とするとき

limS｡(x)を求めよ。
、－ﾘー

－4－



、グ3
←

寺

篭 ？

I

’ （1＋2＋3＋…＋〃）3

悪@(12+22+32+…+"2)2

恥gk=1 "3皿去上－1とF1、÷＝k,-1 〃3

「司が成立する。【3】（1）
一
一

(2)

【4】 数列｛α･}, {b｡ }において，次の命題の真偽を言え。

（1） ｛α・+b｡}と{α， ｝が収束するならば, {bハ｝も収束する。

（2） ｛αﾛbn}と｛α･｝が収束するならば, {b.}も収束する。

（3） ｛a。2｝が収束するならば， ｛αﾛ｝も収束する。

－5－
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第2回数列の極限（ | | ）

D【5】 数列{｡､|をq,=1 , dn=1+余外,2 ("=2,3,4, ･･･)で定める。
このとき, limapを求めよ。

、今‐

a！＝1， α2＝2， α‘+23＝且竺止
α、

{Qn}の極限を求めよ｡

【6】 (〃≧1）で定義される実数列（
Ｉ
ゞ

－6－



ダ

【7】 数列｛α･｝は, (ZI=1+X2 ,q2=1+X2+X4であり, ":=3,4,5, ･･･

であるときにはαロ=(1+x2)αⅢ-1-X2ap－2を満たす。

（1） 〃≧3のときαローαﾛｰ！をao-1とαﾛ－2を使って表せ。

（2） 〃≧2のときαⅢ一α･－1をxで表せ。

（3） 数列の一般項α・を求めよ。

(4) IxI<1のとき lima､を求めよ。
、→●●

5xn+8
【8】 数列{x.}がx,=19, xn+,=

いる。

(〃＝1,2,3,…）で定義されて
x,+3

(1) ｿ｡=吾÷器（"=川…)が等比数列となるような定数｡,｡
(Q<b)を求めよ。

(2)一般項xpを求めよ。

(3)極限値limxpを求めよ。
、→－

－7－



■ ▽｜

第3回無限級数

【9] (1) j2=_1とし,正の整数"に対してi+:+g+…矧=qn+ibn
とおく。ただし， α㈹ ,6pは実数とする。このときlimao , limb”を

、→－ ，→－

求めよ。

(2)数列(9.}がcos8n=1－赤を満たすとき, "=!伽，寺を求めよ。

１
１
１

’

Ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ

｜

’

’
【'0】 次のそれぞれの無限級数の和を求めよ。ただし定数αはα＞1とする。
C

(1) SO=zα‐｡ ｡_！(2) S!=Z〃α‐｡ (3) S2=逗刀2α‐。
、･･1 ，画･’

－8－
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マ

、

【11】 ある無限数列（α･｝に対してSハーヱα『（〃＝1,2,…)で作られる新しい
rqDl

数列{Sn}が("+1)S"+!－2〃S"+(〃－1)S,-!=0 ("=2,3,…）

なる漸化式を満足しているものとしa1=Aで,SⅧ→B(〃→函）とする。

(1) Spの一般形をA,B,〃を用いて表せ。

○ （2） αロの一般形をA,B,〃を用いて表せ。

1

【12】 α,=3, (zn_,－αn=す"an_,α・ ("=2,3,…）で与えられる数列がある。
O

（1） α,≠0（〃＝2,3,…）であることを示せ。

(2) b｡=-Lとおく。6．を〃の式で表せ。
α、

(3) Eapを求めよ。
、｡｡’

－9－



第4回行列と数列

【13】 半径1の円CIに内接する正12角形の内接円をC2とする。

する正12角形の内接円をC3とする。一般に円C・に内接す

月内接円をCn+,とし， 円c・の面積をsハとする。
-. (1) S2を求めよ。 (2) S㈹を求めよ。

,とする。円C2に内接

に内接する正12角形の

(3) s==s、を求めよ。
n･ﾛI

【14】 図において,AOP,P｡+, ("=1,2,…）は

直角三角形で， 竺P．Pロ.IO=直角，

△Pﾊ.,OPn+2=告竺PnOPn+,である。
OPI=q, ZPIOP2=8, PnPn+,=bn

‐

としてzbⅢ2を求めよ。
、＝1

戸へ
式 ． ！

0

-10-



ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ
n(x" ,y,) ("=1,2,3,…）を，次のように定める。座標平面上の点列P【15】

V百
一－

6

１
－
６
何
－
６

唯一一ｊ
ｎ

ｎ

Ｘ
ｙ
》ｉきとの２三″ )cwI'(;)-(|) 1

－

6

線分PIP2の長さと,AOPIP2の面積を求めよ。

△PpPn+IPn+2の面積をS, とするとき， zspを求めよ。
n･ﾛI

(1)

(2)

’

』
■
Ⅱ
Ⅱ
’
’
二
■
▽
ｌ
Ⅱ
’
６
０
９
６
９
６
日
０
１
９
１
０
１
１
０
４
１
８
６
■
■
■
０
Ⅱ
Ⅱ
，
‐
■
７
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
９
０
７
６
■
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｒ
ｈ
■
口
■
■

Ⅲ叩が定数のとき{ダニf:空撫n", ('≦9<7r)で表≧
れる図形をCとする。

(1) Cはどんな図形であるか。

Ik l

(2) ‘｡(緬)-臘喜II~¥~Z' αⅧ-fs｡(0)-s"(')+fs｡(2),

,"= s"(0)-3s｡(')+=s.(2)とおく｡ Cの方程式において。
(Z,6をそれぞれαロ ,b・でおきかえてできる図形をC、とする。

〃→｡･のとき,C・はどのような図形に近づくか。その図形をかけ。

○

I

０
１
１
△
９
１
日
■
Ⅱ
Ⅱ
９
０
■
ｇ
ｊ
０
０
ｆ
６
■
７
６
０
‐
■
７
０
６
８
‐
‐
、
■
８
口
０
７
６
１
１
０
日
０
４
０
９
１
６
日
Ｉ
Ｊ
Ｉ
申
ｌ
凸
Ｉ
Ⅱ
９
Ｆ
Ⅱ
４
Ｉ
０
Ｙ
６
ｌ
Ｉ
Ｄ
０
１
９
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P e可

第5回場合の数．順列

【17】自然数1， 2， 3，…,〃（〃≧2）がある。

いまこれらの自然数から相異なる数α,bを取り出し, 1より小さい分数

且を作るものとする。
α

c このとき,例えば分数昔,÷,号,…等は異なるものとする。
（1） これらの分数は全部で何個あるか。

（2） これらの分数の総和を求めよ。

‐
ｌ
‐
１
１
‐

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｂ
Ｉ
Ⅱ
１
１
１
‐
ｒ
卜

』
Ⅱ
０
‐
Ｉ
ｆ
，
１
１
，
１
日
Ⅱ
Ⅱ
Ｔ
０
Ｉ
０
Ｉ
Ｐ
Ⅱ
！
■
０
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｌ
０
０
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
１
Ⅱ
Ⅱ
７
１
１
０
１
０
０
Ⅱ
■
■
９
凸
Ⅱ
Ｈ
ｑ
１
Ⅱ
０
４
↓
ｆ
０
Ⅱ
ｌ
０
Ｉ
０
ｒ

数字1， 2， 3， 4を並べてできる順列p9rSに対し, X1=p-9,

X2=9-r. ' X3=r.-3' "1=X1-X2 ' "2=X2-X3 ,

Z=yl－ルとおく。

【18】

○

(1) zが最大値｢一一]をとる順列は
(2) z=0となる順列はちょうど「z=0となる順列はちょうど「

である。

~1通りある。

-12－



■● 1 ● 0

【19]1, 2, 3,…， 〃（〃≧3)の各数字を1つずつ記した〃枚のカードがある。

これらをA,B,Cの3つの箱に分け入れる。

（1）空の箱があってもよいとすると分け方は何通りあるか求めよ。

（2） どれか1つの箱だけが空になる分け方は何通りあるか求めよ。

（3）空の箱があってはならないとすると、分け方は何通りあるか求めよ。

A={1,2,3}, B={1,2,…, " }, A×B={((z ,6)I (zEA, bEB}とする。

"はA×Bの部分集合で少なくとも2個の元をもつものとする。〃が次の

(1)， (2)， (3)のおのおのの場合に， そのような部分集合〃の個数を求めよ。

(1) ((z,6)E", ((z ,b' )E〃ならば, 6=b′が成り立つ。

(2) （1）の条件に付け加えて，更に(q,6)E", (α′ ,b)E〃ならば，

α＝α′が成り立つ。

(3)〃の相異なる任意の2元(q,b), (α′ ,6')に対して， α＜α′

かつb<b' , またはα＞α′かつb>b′のいずれかが成り立つ。

【20】

0

I

-13-



第6回組合せ。2項定理

【21】数直線上の整数点x=1, 2, 3,…， 〃に，合計n個の黒または白の石を1つ

ずつ，黒石どうしは隣り合わないように置く。黒石を3個使う置き方は何通

りあるか。ただし〃≧5とする。

。

【22】 〃を正の整数とするとき，座標空間において原点から点（〃，〃，〃）へ行く最

短経路を考える。ただし，経路は整数座標の点のみを結ぶ座標軸のいずれかに

平行な線分からなるものとする。

（1）原点から点（〃，〃，〃）へ行く最短経路の総数を求めよ。

（2）原点から点（2,2,2）へ行く最短経路のうちで（1,1,1）を通らないもの

の総数を求めよ。

（3）原点から点（3,3,3） .へ行く最短経路のうちで点（1,1,1） ， （2,2,2）の

いずれも通らないものの総数を求めよ。

-14-



｜
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I

’
1

をみたす整数の組(",r)を

とする。

2〃をみたす整数の組("2 ,",r)

【23】 （1）連比．C『 ： ｡Cr+1 : nCビ．2=1 : 2:3

求めよ。ただし， 〃≧r･+2 , r･≧0

（2）連比。C『 ： ロC[+, : nC｢+2=1 : ノ" :

を求めよ。ただし，〃≧r+2, r≧0

’

１
１ 一

一_ノ

’
, "l>0とする。

１
１

！

’

１
１
１

【24】 〃を2以上の整数, r･を正の実数とする。 2項展開

(1+r).=｡Co+"C!r+…＋oCor｡

の各項を

qk=nCkr･k , k=0, 1,…， 〃

で表し， あい続く項の比を

6"=万竺丁, k≦=1, 2,…, 〃
とする。

(1) b!>62>…>bnが成り立つことを示せ。

（2）÷≦,<”のとき, ある番号雁('≦〃≦‘
α0＜α，＜…<am- 1≦αm, qm>C

が成り立つことを示せ。

"

己

〆

E~、

’ －1）に対して不等式

qm+1>…＞α、

(‘+昔)”(3) の2項展開で，最大項αmの番号胴を求めよ。

’ -15-
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第7回確率の定義

【25】さいころを3回投げるとき， 出る目の積が100より大きい確率を求めよ。

○【26】 〃は3以上の自然数である。赤玉と白玉合わせて刀個ずつ入ったつぼが，

〃("言')個あり, その内訳は次のようになっている。
各〃2＝1， 2， …， 〃－1について， 加個の赤玉と〃－〃@個の白玉の入づ各〃2＝1， 2， …， 〃－1について， 加個の赤玉と〃－〃@個の白玉の入ってい

るつぼがちょうど厩個ある。

いま， これらのつぼの1つを無作為にとり， さらにそのつぼの中から1つの

玉を無作為に取り出すとき， その玉が白玉である確率を求めよ。I

’

-l6-



【27】1から爪までの番号が1つずつ書いてある加枚のカードが入っている箱が

ある。この箱から1枚取り出してはまたもとにもどす操作を〃回繰り返し，

第i回目に取り出されたカードの番号をα,とする。

<ご α！≧α2≧…≧αロとなる確率をp(",")で表すとき，次の値を求めよ。
(1)p(2,") (2)p(3,") (3)p(4, 7) (4)p(4,")

【28】4人でジャンケンをし，負けたものが順次去って，残りでジャンケンをして，

勝者が1人になるまで続けるものとする。また， 4人はそれぞれ独立に，

グー(石) , チ｡ｷ(はさみ) ,パｰ(紙)を確率昔で出すものとする。
（1） 1回でゲームが終了する確率p1および2回目の勝負が加入("I=2,3,4)

で行われる確率pmを求めよ。

（2） 2回でこのゲームが終了する確率qを求めよ。

-17－



第8回確率の計算(I)

【29】正四面体ABCDの1つの頂点にある動点"は‘等しい確率寺で他の3つ
の頂点のいずれかに移動するものとする。

（1）頂点Aから出発したPが3回目にAに戻る確率を求めよ。

（2）頂点Aから出発したPが頂点Bをちょうど1回通って4回目にAに
戻っている確率を求めよ。

℃＞

【30】サイコロを7回くり返し投げ， 〃回目に出た目の数が， 3の倍数ならば

X.=2とし, 3の倍数でないならばX。＝－1とする。 ／

Sn=X,+X2+…+X, (1≦〃≦7)

とするとき, S2=1かつS7=2となる確率を求めよ。

心

-18-
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日
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ⅱ
リ
ー
リ
白
Ⅱ
Ⅱ
■
ｌ
Ⅱ
日
日
■
Ⅱ
■

【31】 〃個の球が入っている袋がある。各球の色は白か赤のいずれかである。この

袋から球を1個取り出し，色を見た後に，元に戻す試行を考える。 2つの事
、

象A,Bをそれぞれ

A : 2回の試行で，赤球が1回以上取り出される

B : 4回の試行で，赤球が2回以上取り出される

とするとき，確率P(A), P(B)の大小を比較せよ。

【32】座標平面上に2つの動点A,Bがある。時刻r=0のとき, Aの位置は

(0, 0), Bの位置は(6, 6)である。以後，各時刻r=1, 2,…に硬貨

r を投げてその結果によりA,Bを次のように移動させる。表が出たら，

L､_) Aは(x,")から(x+1,j/)'､, Bは(ｽ『,J/)から(x-1,J)へ移動させ，裏
が出たら, Aは(x,J)から(x,y+1)'､, Bは(x,y)から(x,y-1) '､

移動させる｡ただし‘硬貨の麦裏の出る確率はともに昔とする。
（1） 1枚の硬貨を投げ, A,Bともにその結果に従って移動させていく

とき，両者が出会う確率pを求めよ。

（2） 2枚の硬貨α,6を投げ, Aはαの結果に, Bはbの結果に従って

移動させていくとき，両者が出会う確率9を求めよ。

-19-
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第9回確率の計算(Ⅱ）

【33】袋の中に白球が〃個，赤球が2刀個入っている。ただし， 〃≧1である。

この袋から次の(A), (B), (C)の3通りの方法で3個の球を取り出すとき，

そのうちの1個が白球で2個が赤球である確率をそれぞれpl 'p2 'p3

とする。

(A) 1個ずつ3回球を取り出す。ただし，取り出した球はそのつど袋の中に戻す。

(B) 1回目に1個の球を取り出し， それを袋の中に戻してから, 2回目に2個の球

を取り出す。

(C)一度に3個の球を取り出す。

(1)p! ,p2 ,p3を求めよ。 (2)p! ,p2 ,p3の大小を比べよ。

Q

’

【34]A,B,Cの3つのランプがある。ランプは，①つねにどれかひとつが点灯して

おり， 2つ以上が点灯していることはない。②どのランプも点灯して1秒後に

は必ず消え, その瞬間に残りの2つのうちのどちらか一方がいずれも告の確
率で点灯する。いまランプAが点灯したものとして， これから〃秒後にランプ

Aが点灯する確率をP("), ランプBが点灯する確率を9(のとする。このとき

(1)p(")=9(〃－1)を示せ。

(2)2p(")+p(〃－1)=1を示せ。 C)

(3)p(")を求めよ。

’

－20－



【35】硬貨を〃回続けて投げるとき，表が連続して出ることはない確率をpﾛとする。

(1)ppをpk(k<")を用いて表せ。ただし， 〃≧3とする。

(2)p,0を求めよ。

【36】硬貨を〃回投げる。このとき， 1回以上表が出，かつ1回以上裏が出る事象を

A,表がO回または1回出る事象をB,表が3回出る事象をCとする。

o肌二謡重臺菫鯰:筐繍篝巨蕊撫：
（3）事象cの確率が最大となる回数〃と， そのときの確率を求めよ。

-21-



第10回期待値・分散

1つのさいころを3回振って出る目を順にX1 ' X2, X3とし，

x= x!+='+x, とおく。
3

(1)Xの期待値E(X),分散V(X)を求めよ。

(2)期待値E{(X!-X)2+(X2-X)2+(X3－X)2}を求めよ。

【37】

に

【38】つぼの中に， 4個の白いボールと6個の赤いポールが入っている。いま，っぽ

の中から4個のボールを取り出したとき， その中に含まれる赤いポールの個数

をXとする。 このとき確率変数Xの期待値と分散を求めよ。

へ

1 ，1
皇一ノ
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【39】確率変数Xのとり得る値は1， 2，…， 〃のいずれかで, X=kとなる確率は

pkであるとする(1≦k≦〃）。x≦kとなる確率がak2であるとき，次の

問いに答えよ。

（1）ハを〃とXとで表せ。

(2)Xの平均値（期待値）を求めよ。

n k

(3) 1imZeTpkを求めよ。ただし, eは自然対数の底とする。
、今｡｡k･ロ1

【40】 刀個の製品中に2個の不良品が含まれているものとする。この中から元に戻さ

ないで1個ずつ無作為に選んで検査していくとき，第X回目に2個目の不良品

Cが取り出されたとする。
（1）与えられた自然数k(k≧2)に対してX=kとなる確率を求めよ。

(2)Xの期待値を〃の式で表せ。

(3)Xの分散V(X)を側の式で表し,鞠(芸V(X1､を求めよ。

｜
i

l

０
７
１
１
１
１
Ⅱ
■
日
０
０
凸
７
１
Ｖ
４
ｊ
Ｉ
９
凸
１
１
甲
Ｉ
ａ
９
日
日
日
日
Ｕ
ｑ
６
１
ｄ
Ｕ
ｑ
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第11回統計的推測

【41】3つのかごA,B,Cに卵がそれぞれ2個, 4個, 4個入っている。かごAの

卵の重さの平均値は50g,標準偏差は1gで，かごCの卵の重さの平均値は60g,

標準偏差は2gである。かごBの卵はどれも，かごAの卵よりも重く，かごc

の卵よりも軽い。そしてその重さは

55 56 54 55 （単位はg)

である。また， 3つのかどの重さをそれぞれα,6,c (単位はg)とするとき

q+b+c=270, q2+62+c2=24306

である。このとき，次の値を求めよ。

（1）10個の卵の重さの平均値。

（2）10個の卵の重さの中央値（メジアン） 。

（3）3つのかどの重さの標準偏差。 グ
(4)10個の卵の重さの標準偏差。

【42】確率変数xは二項分布B(卿,p)に従い, その分散は号で, ×が"-1を
とる確率はXが〃をとる確率の8倍である。このとき

（1）この二項分布の式を求めよ。

（2）この二項分布の平均値を腕，標準偏差をぴとするとき，確率

P(IX－m|>o)を求めよ。

(3)X2-3X+2の期待値を求めよ。

－24－



〆

【43】ある大学において，昨年度の男子学生全体の身長の平均値は170.0cm,

標準偏差は7.5cmであった。今年度の男子学生の中から無作為に100人

選んで身長を調べたところ，平均値が168.0cmであった。

このことから， 今年度の男子学生の身長の平均値は， 昨年度に比べて

変わったといえるか。 5％の有意水準（危険率）で検定せよ。ただし，

I岬銭． ;を蕊-'川℃ある。
○

【44】次の標本は正規母集団Ⅳ(α， 102）が抽出されたものである。

28 13 16 28 29 12 14 12 10

次の問いに答えよ。

（1） α＝25といえるか。有意水準（危険率） 5％で検定せよ。

I"法ざ玲蚕=0.475±する。ただし，

(2) αの信頼度95％の信頼区間を求めよ。

う
一
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第12回総合問題（ ｜ ）

【45】次のような塗り分け方は何通りあるか。

（1）正六面体の1つの面を赤， 2つの面を白，

（2）正八面体の1つの面を赤， 1つの面を白，
（3）正八面体の1つの面を赤， 2つの面を白，

3つの面を青とする。

6つの面を青とする。

5つの面を青とする。’

ただし， (1), (2), （3）のいずれの場合も，

分け方は，同じものとみなす。
回転して同一にできる塗り

’
p

n

Z_k2nCi<の値を計算せよ。
k－0

'C

【46】 〃が正の整数のとき，

ロ
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【47】正6角形の頂点を反時計まわりの順に, Ao, A1 ,…, A5 とし， 次の

ルール(i】⑰，伽に従ってゲームを行う。

(i) Aoを出発点とする。

(ii) コインを投げ，表が出たら反時計まわりに隣の頂点に移動し，裏が

出たら，時計まわりに隣の頂点に移動する。

⑰Aoの反対側の頂点A3に到達したらゲームは終了する。

整数〃（〃≧0）に対して．

p" : (2"+1)回コインを投げ移動を行ってもゲームの終了しない

○ 確率
qロ ：ちょうど（2〃＋1）回目の移動によってゲームの終了する確率

とする｡ ｺｲﾝを投げたとき表裏の出る確率はそれぞれ告ずつである。
pロおよび･9．を求めよ。

【48】数直線上の動点Pは，原点Oを出発して， サイコロを振るたびに，次の規

則に従って動くものとする。

偶数の目が出たとき正の向きに2進み，奇数の目が出たとき正の向き

に1進む。

動点Pが，点〃に到達する確率をp･で表す。 〃は自然数とする。

(1)p1 , p2を求めよ。

(2)ハ"ﾉpn .-4, pn=塾の間に成り立つ関係式を求めよ｡ I杉だし,入三沙
(3)p"を"の式で表せ｡で庭ち"しﾉ婚め
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第13回総合問題（ | | ）

【49】一辺の長さが1の正方形と，一辺の長さが2の正方形でできたタイルが多数

大きな袋に入っている。でたらめにタイルを一枚取り出すとき，小さいタイ

ルが取り出される確率をp,大きいタイルが取り出される確率をq=1-p

とする。

縦の長さが3，横の長さが6の長方形に，取り出されたタイルを敷きつめて

いくとき， ちょうど〃回でこの長方形が過不足なく敷きつめられる確率を

求めよ。
○

【50】2．人の選手がトーナメント （図のような組合せの試合方法）で優勝を争う。

選手Aは他のどの選手にも確率pで勝つものとし, A以外の選手の力は互角で

あるとする。 トーナメントの組合せはくじで決める。このときつぎを求めよ。

(1)Aが優勝する確率

(2)Aが行う試合の数の期待値

(3)A以外の特定の選手Bが優勝する確率

0
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【51】正Ⅳ角形（Ⅳ≧3）の頂点に0, 1,…， Ⅳ－1と時計回りに番号がつけてある。

頂点0を出発点とし， サイコロを投げて出た目の数だけ頂点を時計回りに移動

し，着いた頂点の番号をXとする。次にもう1度サイコロを投げて出た目の数

だけ，頂点Xから時計回りに移動し，着いた頂点の番号をyとする。このよう

にして定めた確率変数X,Yについて

（1）Ⅳ＝5のとき, X,Yは互いに独立か。

（2）Ⅳ＝6のとき, X,Yは互いに独立か。

ただし，確率変数X,Yが互いに独立であるとは, X=jとなる確率

P(X=j)とX=iかつy=ノとなる確率P(X=j, y=ノ）との間に等式

P(X=j,Y=ノ)=P(X=j )P(Y=/)が任意のi ,/(0≦i ,ノ≦Ⅳ－1)に

ついて成り立つことである。

○、

【52】袋の中に， はじめ（〃－1）個の白球と1個の黒球が入れてある。この袋の中

から無作為に1球を取り出し， 白球であればかわりに1個の黒球を入れる。
へ

この操作をくりかえして, X回目に初めて黒球を取り出したとする。

(1) kを正の整数とするとき,X=kである確率を求めよ。

(2) ×=Xのとき｡旦苓竺円を受けとることにする｡受けとる金額の
期待値を求めよ。
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